
鹿児島純心女子高等学校

進路だより 発行：進路指導部 (令和３年１０月２７日)

朝晩めっきり冷え込む季節になりました。大学入学共通テストの確認はがきも到着し，
１１月１日から学校推薦型選抜の出願が始まります。３年生の１０月は毎週のように試験
が続く日々，この時期になるといよいよ受験本番だなぁと感じます。今回は大学入学共通
テストを含めた入試制度を紹介します。

受験本番までのスケジュールを把握し，学習計画立案に役立てよう（国公立大学）

模試や校内テストを活用しよう

① 模試を入試本番と考えて受験しよう

模試実施日を入試本番と考えて準備し，実力を出し切るトレーニングをしましょう。
② 時間配分を考えよう

見直し不足によるケアレスミスを防ぐため，模試でも時間配分を意識して取り組みましょう。

③ より多く得点できる答案づくりをしよう

入試は１点で合否が分かれます。減点のない，ポイントを網羅した答案作成を意識しましょう。



学力の３要素と入試制度について

学力の 3要素のうち，大学入学共通テストでは主に「知識・技能」「思考力・判断力・
表現力」が評価され，個別大学入試では主に「思考力・判断力・表現力」「主体性を持っ
て多様な人々と協働して学ぶ態度」が評価されます。このように，大学入試全体を通じて
3つの力のすべてが評価されます。

思考力・判断力・表現力
大学の一般選抜のほか，大学入学共通テストでも「思考力・判断力・表現力」が

問われる問題が出題されます。具体的には，単に記憶していることが正しいかどう
かを問うような問題ではなく，複数のテキストや資料，分野の異なる複数の文章を
読み込んで考えるような問題，複数の正解をすべて選ぶ問題，前の問題の内容が次
の問題の内容と連動する問題等が出題されます。また，日常生活との関連や他の教
科・科目，社会との関連を取り上げつつ，情報活用力や知識の応用力を問う問題も
出題されます。

知識・技能
「思考力・判断力・表現力」が重視されるからといって，「知識・技能」が軽視

されるわけではありません。単に知識を暗記しているだけでなく，それを活用して
考えられることが大切です。「知識・技能」の暗記だけを追い求めるような学習で
はなく，応用できること，活用できることを意識した知識の習得をめざしていきま
しょう。

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度
面接で評価される学校推薦型選抜や総合型選抜ではもちろんですが，一般選抜に

おいても必ず評価されることになっています。具体的には，志望理由書，エッセイ，
面接，ディベート，集団討論，プレゼンテーション，各種大会や顕影等の記録，探
究的な学習の成果等に関する資料等を通じて，各大学が評価します。評価方法は入
試要項等に記載されているので，しっかりと調べておきましょう。高校時代に「知
識・技能」の暗記に偏った学習だけでなく，トータルな学びに取り組んでおくこと
が大切です。

それぞれの選抜（入試）で求められる力

一般選抜（旧一般入試）
学科試験を重視する選抜
・共通テスト，個別入試（国公立大２次・私大）
・外部試験，調査書など主体性を評価する指標
・試験日：２月１日～３月２５日 発表日：３月３１日までに完了

総合型選抜 （旧AO入試）
志望者の表現能力や意欲等の評価を重視
・志望者が提出する資料と丁寧な面接
・学力を測る指標（共通テストや学科試験）
・出願：９月１日～ 合格：１１月１日以降

学校推薦型選抜（旧指定校・公募推薦）
高校在学中の学習成果の評価や推薦を重視
・学校が示す推薦書で学力の三要素を評価
・学力を測る指標（共通テストや学科試験）
・出願：１１月１日～ 合格：１２月１日以降

※ 選抜方法によって出願時期が異なります。



「キャリア教育を通して」

これからの社会で活躍するためには，常に変化し続ける社会の中で変化を恐
れず，変化に対応していく力と態度を育てることが不可欠です。そのためには，
学校での活動を通して，学ぶ面白さや学びへの挑戦が大切です。

中学生・高校生の皆さんが，未知の知識や体験に関心をもち，仲間と協力し
て学ぶことの楽しさを通じ，未経験の体験に挑戦する勇気とその価値を体得す
ることで，生涯にわたって学び続ける意欲を維持する基盤をつくることができ
ます。

皆さんが，授業や部活動など様々な教育活動を通して「生きる力」を身に付
け，それぞれが直面するであろう様々な課題に柔軟かつ逞しく対応し，社会人
として自立していくことができるよう一緒に頑張りましょう。

クラスでの学び・成⾧の流れを下の表にまとめました。

①適応と成⾧及び健康安全
・思春期の不安や悩みとその解決
・自己及び他者の個性の理解と尊重
・社会の一員としての自覚と責任
・相互の理解と協力
・望ましい人間関係の確立
・ボランティア活動の意義の理解と参加
・心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成
・性的な発達への適応
・食育の観点を踏まえた望ましい食習慣の形成

②学業と進路
・学ぶことと働くことの意義の理解
・自主的な学習態度の形成と学校図書館の利用
・進路適性の吟味と進路情報の活用
・望ましい勤務観・職業観の形成
・主体的な進路の選択と将来設計

※ 学校での「特別活動」や「学校行事」を通して（純心の教育目標です）
・ひとりひとりの適性や能力を大切にして ,自分のもつすばらしさを見出し ,
将来に生かすことのできる女性を育てる。

・諸行事を通して ,神様とのふれあい，人とのふれあいを大切にする。情操
教育を尊重して ,楽しく明るい思いやりのある女性を育てる。

共に協力や助け合って，生きることの喜びを体得し，将来に向けてどのよ
うな方向に向かうかの進路選択にも繋げることが大事である。
建学の精神である「神様にもちとにも生き方の自覚を深め」て，総合的な学
習をする意識を高める事も大事である。



二神様とのふれあい ,人とのふれあいを大切にする。

まず，キャリア教育を通じて育成することが期待される基礎的・汎用的能力を
構成する４つの能力フィルター（人間関係形成・社会形成能力，自己理解・自
己管理能力，課題対応能力，キャリアプランニング能力）で教育活動を捉え直
し，どの力の向上に役立っているか洗い出します。そこで洗い出したキャリア
教育の断片をつなぎ，どの能力フィルターになるか分類し，具体的にどの学年
でいつ身につけさせたい力か明確にする。最後に，実際に策定した年間計画が
無理なく活用できる内容になっているか検討することが大切です。


